
子どもたちを守る「心強い存在」
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教室から世界へ！
子 ど も た ち が 挑 む「 最 先 端 の 学 び 」
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今月の表紙 ：シマの味、 黒糖作り。
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・交通災害共済申込募集　　・引越しで住所を異動される方は「正確な住所の届出」が必要です！

・町制施行 70周年記念第 34回 2026 奄美シーカヤックマラソン IN加計呂麻大会参加者募集
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特集

教
室
か
ら
世
界
へ

子
ど
も
た
ち
が
挑
む
「
最
先
端
の
学
び
」

　

瀬
戸
内
町
の
教
育
現
場
は
少
子
化
に
よ
る

児
童
生
徒
数
の
減
少
や
、
離
島
ゆ
え
の
地
理

的
制
約
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
き
ま
し

た
。

　

複
式
学
級
で
の
多
様
な
意
見
交
換
の
不

足
、
悪
天
候
に
よ
る
研
修
の
中
止
―
―
。
こ

う
し
た
「
離
島
の
課
題
」
を
、
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
の
力

で
「
強
み
」
へ
と
転
換
さ
せ
る
挑
戦
が
今
、

全
国
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
２
０
２
４
年
、
２
０
２
５
年
と
連

続
で
、
グ
ー
グ
ル
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど

が
参
画
す
る
団
体
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ネ
ク
ト
21
」

か
ら
「
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
自
治
体
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。　

　

鹿
児
島
県
内
で
も
数
少
な
い
こ
の
快
挙
を

支
え
て
い
る
の
は
、
単
な
る
機
器
の
導
入
で

は
な
く
、現
場
の
「
困
り
ご
と
」
に
寄
り
添
っ

た
独
自
の
活
用
術
「
瀬
戸
内
モ
デ
ル
」
で
す
。

　

最
先
端
の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら

も
、
そ
の
中
心
に
あ
る
の
は
常
に
「
子
ど
も

た
ち
の
学
び
」と「
先
生
方
の
情
熱
」で
し
た
。

　　

本
特
集
で
は
、
教
育
委
員
会
の
髙
橋
指
導

主
事
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
変
革
の

真
っ
只
中
に
あ
る
瀬
戸
内
町
の
教
育
現
場
の

リ
ア
ル
な
姿
を
紐
解
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
…
情
報
通
信
技
術
の
こ
と
。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
、
情
報
を
集
め
る
・
伝
え
る
・
活
用

す
る
技
術
の
総
称
で
す
。
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離
島
の
課
題
を
「
強
み
」
に
変
え
る

瀬
戸
内
モ
デ
ル
の
真
髄

―
全
国
17
自
治
体
の
１
つ
と
し
て
、
２
年
連
続

の
教
育
Ｄ
Ｘ
表
彰
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

髙
橋
進
一
指
導
主
事
： 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
実
は
、
グ
ー
グ
ル
の
方
か
ら
「
瀬
戸
内

町
の
取
り
組
み
な
ら
選
ば
れ
る
は
ず
だ
」
と
応

募
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
評

価
さ
れ
た
の
は
、
離
島
や
小
規
模
校
の
教
育
課

題
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
克
服
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で

す
。
本
町
で
は
児
童
・
生
徒
が
極
め
て
少
な
い

と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
「
仕
方
な

い
」
で
終
わ
ら
せ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
他
校
と

つ
な
い
だ
授
業
を
日
常
的
に
実
施
し
て
い
る
と

い
う
点
が
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
瀬
戸
内
モ

デ
ル
」
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

―
「
瀬
戸
内
モ
デ
ル
」
に
お
け
る
具
体
的
な
学

習
風
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

特
徴
的
な
の
は
複
式
学
級
で
の
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
授
業
」
で
す
。
先
生
が
一
方
の
学
年
を

指
導
し
て
い
る
間
、
も
う
一
方
の
学
年
は
他
校

の
同
級
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
別
の

先
生
か
ら
授
業
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

１
人
や
２
人
の
学
級
で
も
多
様
な
考
え
に
触

れ
、
協
働
的
な
学
び
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
加
計
呂
麻
島
の
学
校
を
中

心
と
し
た
「
フ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
公
開
」
は

象
徴
的
な
事
例
で
す
。
人
数
が
少
な
い
学
校
で

は
、
児
童
・
生
徒
が
欠
席
す
れ
ば
公
開
自
体
が

中
止
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
授

業
を
事
前
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
へ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

し
、
当
日
は
そ
の
映
像
を
基
に
他
地
区
の
先
生

方
と
リ
モ
ー
ト
で
協
議
し
ま
し
た
。
事
前
に
映

像
を
見
る
こ
と
で
議
論
の
時
間
が
十
分
に
確
保

で
き
、
日
本
初
と
も
言
え
る
こ
の
試
み
は
大
き

な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

―
Ａ
Ｉ
の
活
用
や
国
際
交
流
も
、
非
常
に
先
進

的
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

は
い
。鹿
児
島
県
内
で
唯
一
採
択
さ
れ
た「
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
英
語
教
育
強
化
事
業
」に
よ
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
台
湾
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
と
、

英
語
で
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
も
導
入
し
て
お
り
、
解
け

ば
解
く
ほ
ど
そ
の
子
の
習
熟
度
や
弱
点
に
合
わ

せ
た
問
題
が
提
示
さ
れ
る
の
で
「
個
別
最
適
な

学
び
」
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
生
方
の
間
で
は
グ
ー
グ
ル
が
提

供
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
探
究
学
習
や
、
自
由

進
度
学
習
な
ど
、
授
業
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が

進
化
し
て
い
ま
す
。

―
ハ
ー
ド
面
で
も
、
大
き
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

今
年
の
２
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
Ｌ
Ｔ
Ｅ
対
応
の
最
新
機
種
に
刷
新
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
家
庭
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

が
な
い
と
宿
題
が
で
き
な
い
、
屋
外
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
場
所
を
選
ば
ず
ど
こ
で

も
学
習
が
可
能
で
す
。
理
科
の
観
察
で
外
へ
出

て
、そ
の
場
で
写
真
を
撮
っ
て
調
べ
物
を
す
る
。

そ
ん
な
学
び
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
。

―
順
調
に
見
え
ま
す
が
、
現
場
で
の
課
題
は
あ

り
ま
す
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
得
意
な
先
生
方
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
苦
手
意
識
を
持
つ
先
生
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う

こ
と
だ
け
」
を
目
的
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
「
手
段
」
で
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
効
果
的
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
、
と

伝
え
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
町
内
全
域
の
先
生
方
が
チ
ャ
ッ

ト
で
つ
な
が
り
、
実
践
報
告
や
研
修
資
料
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
こ

と
で
、
少
し
ず
つ
「
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
い

う
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
町
民
に

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
現
場
の
先
生
方
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
」
と
い
う
姿
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
夜
遅
く
ま
で
教
材
研
究

を
し
た
り
、
新
し
い
ツ
ー
ル
を
試
行
錯
誤
し
た

り
し
て
い
る
先
生
方
が
本
町
に
は
本
当
に
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ

な
島
の
学
校
で
も
世
界
と
つ
な
が
り
、
無
限
の

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」

を
原
点
に
、
瀬
戸
内
の
教
育
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
続
け
て
い
き
ま
す
。

瀬戸内町教育委員会
髙橋進一 指導主事

教師歴 27 年。現在は指導主事として、
町全体の教育をサポートしている。

ハイブリッド授業のイメージ。 
（写真を基に AI でイラストを生成）
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男女共同参画 vol.4８（瀬戸内町・龍郷町・宇検村広報紙合同企画第二弾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ジェンダー平等を核とした持続可能な地域づくり 

２０１５年に始まった『地方創生１．０』は、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への過度の人口集中を是正する

地域活性化の戦略でした。主に起業支援や雇用の創出による人口流出対策が進められましたが、必ずしも女性が求める働

き方や生活環境が提供されたとはいえず、流出を食い止めることはできませんでした。課題の本質は、「雇用の有無」より

「環境の質」にありました。 

昨年６月に基本構想が閣議決定された『地方創生 2.0』では、この反省を踏まえ、ジェンダー平等の実現が重要な要素と

して位置付けられました。雇用創出と男女の賃金格差の是正、柔軟な働き方の導入のほか、意思決定過程への女性の参画

を推進し、固定的役割分担意識やアンコンシャス・バイアス（無意識の偏見・思い込み）を解消することで、女性に選ばれる

地域社会を実現することが、人口減少対策の最重要テーマとなっています。 

 

■地域に残る「３つの壁」 

 

 

 
 

 

 

【若い世代が出身地域を離れた理由】（対象：自己都合で東京圏以外から東京圏に転居した 20代と３０代の男女） 

  男女とも「希望する進学先」や「やりたい仕事」が少なかったからが多く、女性は「地元から離れたかった」も多い。 

 

―女性に選ばれる地域へ― 

 瀬戸内町男女共同参画推進総合計画 （特に「地方創生」に関連する重点目標と主な施策を抜粋）  
Ⅰ ジェンダー平等意識の浸透 

Ⅱ 様々な分野における男女共同参画の促進と方針等決定過程への女性の参画拡大 

 政治・行政や職場、地域活動における女性の参画拡大と女性同士のネットワーク形成 など 
Ⅲ 働きやすく、働きがいがある働きたい職場づくり 

 ジェンダー平等の意識改革と一人ひとりが個性と能力を発揮できる職場づくり、就労支援など 

Ⅶ 協働・協創による持続可能な地域経営の推進 

 地域活動におけるジェンダーバイアスの解消と意思決定過程への女性参画の拡大 

１．女性が働く環境の不足 

賃金や育成、登用に男女格差
があり、女性にとって「働きや
すく」「働きがい」があり、「キャ
リア」が描ける職場が少ない。 

３．意思決定に女性が少ない 

政治や行政、地域コミュニティな
どで施策や方針を決定する場は
依然として男性中心。女性の声が
届きにくく、反映されにくい構造。 

２．固定的性別役割分担意識 

「男は仕事・女は家庭」という意識
が根強く、若い世代の「共働き・
共育て」価値観とズレが生じてい
る。 

【出典】内閣府「令和 6年度地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査」 
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■データで見る本町の現状

本町では、進学や就職の時期に当たる１０代後半から２０代前半にかけて転出者が多く、一定程度戻っても人口減少が

続いています。ただし、転出者は減少傾向にあり、２０１９年の自衛隊分屯地の開設に伴い、２０代後半から３０代の転入数

が増加しました。女性は、男性より転出者が多く、転入者が少ない傾向にあります。

女性の労働力率は、県全体の女性の労働力率より低く、２０代後半と３０代後半でその差が広がります。また、非正規雇

用率は、男性の約２割に対して女性は約６割と高い状況です。

■若い世代の本音 ※「2022年度瀬戸内町男女共同参画に関する住民意識調査」20代と 30代の自由記述から

豊かな伝統文化や温かな人間関係は地域コミュニティの魅力です。一方、固定的な性別役割分担を背景とした慣習や行

事、活動が根強く残っていることから、「女性だから」「男性だから」という役割の割り当てを生み出し、男女双方にとって

負担感や不平等感につながっています。

この「性別役割の固定化」が、女性が地域から流出する要因の一つになっています。

地域コミュニティにおける性別役割の固定化やアンコンシャス・バイアスを解消することは、地方創生の基盤として必要

不可欠な取組です。

■ジェンダー平等推進により変わる地域、３つのメリット

※純移動数とは、転入者から転出者を差し引いた数。例えば、15歳～19歳→20歳～24歳の項目では、2020年に 20～24歳である者
の人口が 2015年に 15歳～19歳であったときに比べてどう変化しているかを示している。 【出典】地域経済分析システム（RESAS）

３月８日は『国際女性デー』
国連がジェンダー平等社会の実現に向けて制定。この日にちなみ国内外で様々な啓発活動が展開されます。

ジェンダー平等について、身近なところから考えてみませんか？

１．女性流出の歯止め

魅力的な地域になるこ
とで定着率が向上。働く
場や将来の結婚や子育
ての場として選ばれ、人
口減少が緩和されます。

２．人材の確保

少子高齢化に伴い地域社会を
担う人材が不足する中、これま
で参加が低調だった３０代女性
等が能力を発揮することで、地
域の新たな担い手となります。

３．多様性による地域活性化

地域社会の意思決定の場に女性
が参画し、多様な個性や能力、視
点やアイディアを活かされること
で、経済やコミュニティに革新を
もたらします。

女性の年齢階級別労働力率
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～
74
歳
→
75
～
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～
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～
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～
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～
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年齢階級別純移動数（2015年→2020年）

男性

女性
10～15 歳→15～19 歳で大幅な転出超過

転入者は男性と比べて女性が少ない

男性も育児
に参加を

家事・育児・介護は女性がするも
のと考えられていて負担が重い

男性が育休を取
得できるように

政治や経済
分野に女性
を増やす

男性の負
担軽減も

集落等の飲み方
で、女性は接待

女性の声は反映さ
れない、通らない

「女の子は夜の街を出歩く
ものではない」と言われた

【出典】「国勢調査」
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五
洋
建
設
・
り
ん
か
い
日
産
建

設 

建
設
共
同
企
業
体
様
（
壹い

岐き

智と
も

成な
り

総
括
所
長
）
へ
、
本
町
か
ら

感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
防

犯
器
具
の
ご
寄
付
や
、
豊
年
祭
等

の
地
域
行
事
へ
の
ご
参
加
・
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る

も
の
で
す
。
壹
岐
所
長
は
「
恩
返

し
の
思
い
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
建
設
業
は
も
ち
ろ
ん
地
域

貢
献
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く

所
存
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

２
月
10
日
㈫

地
域
行
事
等
へ
の
ご
協
力
に
対
し
感
謝
状
贈
呈

1
月
16
日
㈮

陸
上
自
衛
隊
員
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

　

陸
上
自
衛
隊
奄
美
駐
屯

地
に
て
、
奄
美
駐
屯
地
・

瀬
戸
内
分
屯
地
合
同
で
開

催
さ
れ
、
本
町
出
身
の
籾も
み

山や
ま

翔し
ょ
うさ
ん
ら
隊
員
６
人
が

人
生
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
出
席
し
た
鎌
田

町
長
は
「
若
い
情
熱
を

も
っ
て
突
き
進
み
、
自
衛

官
と
し
て
力
を
発
揮
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

1
月
25
日
㈰

瀬
戸
内
町
陸
海
空
自
衛
隊
パ
レ
ー
ド

　

自
衛
隊
員
の
皆
さ
ん
が
、

沿
道
か
ら
の
応
援
に
応
え
な

が
ら
、
音
楽
隊
の
華
や
か
な

演
奏
に
合
わ
せ
、
古
仁
屋
中

央
通
り
を
行
進
し
ま
し
た
。

装
備
品
展
示
も
行
わ
れ
、
来

場
者
は
車
両
へ
乗
っ
た
り
、

装
備
を
試
着
し
た
り
し
て
自

衛
隊
の
任
務
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

1
月
18
日
㈰

防
衛
省
に
よ
る
住
民
説
明
会

　

古
仁
屋
港
（
須
手
地

区
）
に
て
予
定
さ
れ
て

い
る
防
衛
省
に
よ
る
港

湾
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
町
民
を
対
象
と
し

た
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
説
明
資
料
や

質
疑
応
答
の
内
容
に
つ

い
て
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧

い
た
だ
け

ま
す
。

1
月
24
日
㈯

海
上
自
衛
隊
船
舶
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た

　

佐
世
保
地
方
隊
に
所
属

す
る
多
用
途
支
援
艦
「
あ

ま
く
さ
」
が
古
仁
屋
港
に

て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
艦

船
の
え
い
航
や
災
害
派
遣

に
お
け
る
車
両
輸
送
・
給

水
支
援
な
ど
を
主
な
任
務

と
し
て
お
り
、
乗
艦
し
た

皆
さ
ん
は
艦
内
を
見
て
回

り
な
が
ら
、
乗
員
か
ら
設

備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
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対
象
者
の
本
音
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

１
月
31
日
㈯
・
２
月
14
日
㈯

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
で
き
る
環
境
を

　

町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
が

主
催
し
、
プ
レ
事
業
第
３
・

４
弾
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
リ
ズ

ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
・
ビ

ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

２
月
９
日
㈪

社
会
教
育
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
表
彰
状

　

永な
が

井い

し
ず
の
さ
ん
が
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
彰

さ
れ
ま
し
た
。
町
社
会
教

育
委
員
を
20
年
以
上
務

め
、
島
唄
・
三
味
線
教
室

や
古
仁
屋
高
校
活
性
化
に

も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

永
井
さ
ん
は
「
子
ど
も
の

成
長
を
見
る
の
が
一
番
楽

し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
。」
と
話
し

ま
し
た
。

１
月
18
日
㈰

　

町
Ｄ
Ｘ
推
進
室
主
催

「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
修
」

を
、
宇
検
村
と
の
合
同
開

催
、
加
計
呂
麻
島
か
ら
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加
い
た
だ

き
開
催
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
日

常
業
務
や
地
域
課
題
と
結
び

つ
け
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
業

務
改
善
、
地
域
づ
く
り
へ
つ

な
げ
る
気
付
き
を
得
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

２
月
８
日
㈰

「
つ
な
Ｇ
Ｏ
奄
美
大
島
」
陸
上
教
室
開
催

　

大
湊
緑
地
公
園
に
て
行

わ
れ
、
元
陸
上
長
距
離
選

手
で
シ
ド
ニ
ー
五
輪
に
も

出
場
さ
れ
た
高
橋
千
恵
美

さ
ん
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
若

森
真
樹
さ
ん
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
冷
た

い
風
が
吹
き
、
時
折
雨
も

降
る
中
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
に
力
強
く
走
っ
て
い

ま
し
た
。

２
月
２
日
㈪

共
同
募
金
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
表
彰
状

　

数か
ず

原は
ら

菊き
く

美み

さ
ん
が
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
積
極

的
に
各
種
募
金
運
動
に

従
事
さ
れ
て
き
た
こ

と
、
区
長
や
町
嘱
託
員

と
し
て
地
域
住
民
の
福

祉
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
き
た
こ
と
に
よ
り
こ

の
度
の
受
彰
と
な
り
ま

し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島

か
ら
講
師
を
招
き
、
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
跳
ね
た
り
、
目
で

追
い
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
投
げ

合
っ
た
り
、
各
自
の
ペ
ー
ス

で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
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令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用（
生
間
集
落
自
治
会
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
備

品
の
整
備
を
目
的
と
し
た

「
令
和
7
年
度
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
、
瀬

戸
内
町
で
は
生
間
集
落
自
治

会
が
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
テ

ン
ト
な
ど
の
整
備
に
活
用
し

ま
し
た
。

▼お問合わせ先
社会教育課 生涯学習係

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 2905

　

子
ど
も
た
ち
が
日
頃
学
ん
で
い
る

日
舞
や
体
操
、
島
唄
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
町
文
化
協
会
の
城し
ろ

山や
ま

洋よ
う

子こ

会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
喜
ん
で
見
て

も
ら
え
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

1 月17 日（土）
　　18 日（日）

子ども文化祭
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☑Information｜March

古
仁
屋
高
校

活
性
化
対
策
通
信

満
天
の
星
と
夜
の
森
へ

ざ
・
シ
マ
学

「
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
＆
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

つ
ぶ
や
き

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進

補
助
金
活
用
事
業

古
仁
屋
高
校
生
が
町
の
魅
力
を
発
信
！

古
仁
屋
高
校
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
活
躍
！

―
 

高
校
生
が
つ
く
っ
た
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い―

 



☑３月のお知らせ
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鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 399番地1       

 [TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057   

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/ 
 自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 1月29日，体育館において１・２年生対象に進路講演会を実

施しました。今回は小林浩之氏（キッズ･コーポレーション所属）

を講師としてお招きし，「志望理由書の書き方講座」としてワー

クを取り入れた楽しい講演をしていただきました。 

 実際に志望理由書を書いてみるという体験をしたことは，生徒

が自分の将来について具体的に考えるきっかけとなり，進路に向

き合う意識を高める貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

令和７年度 
  ２月号 

   

 

 

 

1月 21日と 22日の２日間，奄美川商ホールにて第 35回大島地区高等学校総合文

化祭～令和７年度交流フェスタ～が開催され，本校からも吹奏楽部，書道部，軽音楽部，

美術同好会，島唄三味線同好会が参加しました。舞台発表では，これまで積み重ねてき

た練習の成果を存分に発揮し，堂々とした姿で発表することができました。また展示部

門では，作品一つ一つに工夫や思いが込められており，来場者の方々から多くの温かい

声をいただきました。 

海上の悪天候やインフルエンザの流行により，急遽プログラムの変更がありました

が，他校の発表に触れることでよい刺激を受け，文化活動の楽しさや奥深さを改めて実

感する貴重な機会となりました。生徒たちは，仲間と協力することの大切さや，発表の

場に立つことの緊張感と達成感を味わうことができたかと思います。今後とも各文化

部・同好会への応援をよろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

1月27日，３年生を対象に 

消費生活講座を実施しました。 

講座では近年増加している消費 

者トラブルの具体例をもとに， 

被害を防ぐための心構えや対処 

方法についてわかりやすく説明 

していただきました。 

 ３年生は卒業後の生活を見据え，消費者として自分の身を

守るために必要な知識を学ぶことができました。今後の生活

にぜひ生かしてほしいと思います。 

 

 

 

 1月28日，高知県の佐川 

高校と遠隔による英語の合 

同授業を実施しました。生 

徒同士が英語で自己紹介や 

意見交換を行いました。 

 普段は交流する機会の少 

ない他県の高校生と英語で 

関わることで，生徒たちは実 

践的に英語を使う楽しさや 

難しさを実感することがで 

きました。 

 

 

     

 
 

1年 䁀さんの作品 
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せとうち町

議会だよ議会だよりり
発行／鹿児島県瀬戸内町議会　編集／議会報編集委員会　〒 894-1592　鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地

第200号
令和8年
3月発行

１２　こんなことを決めました　第４回臨時会・第４回定例会

１３　第４回定例会　議決結果

１４　町政を問う！一般質問

２０　活動報告

目次 Contents

第４４回大島本島南部町村議会議員大会
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臨時会・定例会

　　

こ
ん
な
こ
と
を

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

【
議
案
第
83
号
】

契
約
変
更
の
経
緯
と
予
測
可
能
性
に
つ
い
て

問　

泰
山
議
員
：
昨
年
12
月
に
当
初
の
契
約

が
可
決
さ
れ
た
が
、
今
回
の
変
更
内
容
（
国

交
省
の
指
摘
や
船
員
の
要
望
、
物
価
上
昇
な

ど
）
は
、
当
初
の
段
階
で
汲
み
取
る
の
が
難

し
か
っ
た
も
の
な
の
か
、
今
後
の
参
考
の
た

め
に
確
認
し
た
い
。

答　

当
初
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
公
募
し

事
業
者
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
詳
細
な
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
仕
様
を
決
め
て
い
っ
た

が
、
今
年
の
８
月
頃
に
金
額
的
に
厳
し
い
と

い
う
相
談
が
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
町
だ
け
で
な

く
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
（
鉄
道
・
運
輸
機
構
）
の
承
認

や
国
庫
補
助
金
の
変
更
手
続
き
に
時
間
が
か

か
り
、今
回
の
臨
時
会
で
の
提
案
と
な
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

【
議
案
第
84
号
】
原
案
可
決

●
山
郷
地
区
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て

問　

柳
谷
議
員
：
設
置
の
周
知
方
法
と
交
通

安
全
対
策
は
。

答
　
周
知
は
検
討
す
る
。
場
所
が
カ
ー
ブ
付

近
の
た
め
交
通
安
全
対
策
も
徹
底
す
る
。

問
　
実
証
実
験
後
の
設
置
場
所
は
。

答
　
集
落
と
協
議
し
て
確
定
す
る
。

【
請
願
第
１
号
】

「
瀬
戸
内
町
・
奄
美
大
島
・
奄
美
群
島
の
血

液
供
給
体
制
に
関
す
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

【
同
意
第
３
号
】

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
福
田
豊
久
氏
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
100
号
】　

可
決

内
容
　 

令
和
５
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
（
久

慈
地
区
）
に
関
す
る
契
約
変
更
で
す
。
主
な

変
更
点
は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
（
３
連
１
棟
）

の
撤
去
工
事
を
追
加
す
る
も
の
で
、
請
負
金

額
が
約
３
８
２
万
円
増
額
さ
れ
、
総
額
７
，

４
３
４
万
２
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
　
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

令和７年第４回瀬戸内町議会臨時会　議案・審議・議決結果

Topics

 第 4 回定例会 

令和 7 年
１２月９日から

１２月１１日まで

Topics1

令
和
７
年
度
瀬
戸
内
町
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
第
６
号

Topics

 第４回臨時会 

令和 7 年
１１月２６日

Topics1

90
総
ト
ン
型
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
貨
客

船
１
隻　

船
舶
建
造
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て 

議
案
番
号

件名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

栄 

克
人

里
山 

正
樹

伊
東 
さ
お
り

中
村 
洋
康

泰
山 

祐
一

永
井 

し
ず
の

柳
谷 

昌
臣

元
井 

直
志

池
田 

啓
一

向
野 

忍

65
９０総トン型アルミニウム合
金製貨客船１隻船舶建造工事
請負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

※向野議長は議長職の為、特別多数議決以外の議案について表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　　

Topics ２

血
液
供
給
体
制
に
関
す
る
請
願

Topics ４

久
慈
地
区　

Ｒ
６
ー
１
工
区
（
農
地
・
道

路
・
水
路
）
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

Topics ３

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
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定例会

議
案
番
号

件名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

栄 

克
人

里
山 

正
樹

伊
東 

さ
お
り

中
村 

洋
康

泰
山 

祐
一

永
井 

し
ず
の

柳
谷 

昌
臣

元
井 

直
志

池
田 
啓
一

向
野 

忍

84
令和７年度瀬戸内町一般会計補正予算（第６
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

85
令和７年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計補
正予算（第４号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

86
令和７年度瀬戸内町国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

87
令和７年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予
算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

88
令和７年度瀬戸内町後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

89
令和７年度瀬戸内町船舶交通事業特別会
計補正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

90
令和７年度瀬戸内町農業集落排水事業会
計補正予算（第２号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

91
令和７年度瀬戸内町簡易水道事業会計補
正予算（第２号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

92
令和７年度瀬戸内町水道事業会計補正予
算（第２号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

93
瀬戸内町課設置条例等の一部改正につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

94 瀬戸内町政治倫理条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

95
西古見ＧＡＴＥの設置及び管理に関する
条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

97
瀬戸内町乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

98
瀬戸内町過疎地域持続的発展計画の変更
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

99
瀬戸内町における辺地総合整備計画の変
更について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

同意

3
教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 同意

100
久慈地区　Ｒ６－１工区（農地・道路・
水路）請負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

※向野議長は議長職の為、特別多数議決以外の議案について表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　　

令和７年第４回瀬戸内町議会定例会　議案・審議・議決結果
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一般質問

町政を問う！ 一般質問

７名の議員登壇

一般質問とは議員が町政全般にわたり、町の考えを問うものです。

通告１　柳谷　昌臣　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１５

●自衛隊施設整備について【町長】　　●ＤＸ推進について【町長】　●河川の伐採について【町長】

●議会からの意見について【町長】　　●職員の資質向上について【町長】

通告２　泰山　祐一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１５

●せとうち未来展望 2050 について【町長】　　●町制施行７０周年について【町長】

●ドローン事業について【町長】　　●子育て支援について【町長】　町長の政治姿勢について【町長】

通告３　里山　正樹　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１６

●農業振興・地域活性化について【町長】　　●へき地診療所休床ベッドについて【町長】

●介護人材確保と資格取得支援について【町長】　●専門職の給付型奨学金制度創設について【町長】

●介護施設物価高対策について【町長】　●奄美大島を修学旅行先として誘致する取組みについて【町長・教育長】

通告４　中村　洋康　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１７

●令和８年度当初予算編成について【町長】　　●町制施行７０周年について【町長】

●加計呂麻島・請島・与路島の島毎の振興対策について【町長】　●ドローン事業について【町長】

通告５　永井　しずの　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１７

●久慈農泊施設『あらとんとんの館』の今後の展望について【町長】　　●瀬戸内町の持続可能な介護について【町

長】●庁舎内の機構改革について【町長】　　●池地小中学校、与路小中学校の今後について【教育長】

●認定子ども園について【町長】

通告６　伊東　さおり　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１８

●海の駅　レンタルスペースについて【町長】　　●フェリーの運賃及び車両航送運賃助成事業について【町長】

●ライドシェアについて【町長】　●町内、町道、林道の美化について【町長】　●ゴミ袋について【町長】

　

通告７　栄　克人　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１９

●ゴミのポイ捨て防止条例制定について【町長】　●フェリー加計呂麻の荷物受け取り体制の改善について【町長】

●人件費の効率化と持続可能な財政運営について【町長】　●ふるさと納税について【町長】
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一般質問

問　

須
手
地
区
に
お
け
る
自
衛
隊
海
上
輸
送

施
設
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

防
衛
省
か
ら
「
部
隊
を
迅
速
に
機
動
展

開
す
る
能
力
を
構
築
す
る
た
め
、
南
西
地
域

に
お
け
る
輸
送
・
補
給
基
盤
（
港
湾
施
設
）

の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら

測
量
調
査
や
土
質
調
査
等
の
適
地
調
査
を
実

施
し
、
適
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和

６
年
12
月
に
、
古
仁
屋
港
に
お
い
て
港
湾
施

設
の
整
備
が
可
能
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
、
港
湾
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く
」

と
の
説
明
が
あ
り
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て

は
、
約
２
億
円
の
予
算
で
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
末
に
か
け
、
実
施
設
計
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
実
施
設
計
の
進
捗
に
伴
い
、
港

湾 

施
設
の
整
備
に
関
す
る
各
種
手
続
き
に

移
行
さ
れ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問　

防
衛
省
に
よ
る
町
民
に
対
す
る
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

答　

町
と
し
ま
し
て
は
、
防
衛
省
に
対
し
、

施
設
工
事
全
般
計
画
、建
設
施
設
の
概
要（
完

成
予
想
図
）
等
、
準
備
が
整
い
次
第
、
速
や

か
に
住
民
へ
の
説
明
を
実
施
す
る
よ
う
依

頼
・
要
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
国
と
は
密
に
連
携
を
図
り
つ

つ
、
適
切
な
時
期
に
住
民
へ
の
説
明
を
行
う

よ
う
調
整
い
た
し
ま
す
。

問　

自
衛
隊
宿
舎
（
隊
舎
）
の
新
た
な
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
７
年
度
防
衛
省
予
算
に
お
い
て
、

隊
員
及
び
そ
の
家
族
が
居
住
す
る
宿
舎
の
整

備
に
係
る
経
費
と
し
て
約
10
億
円
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
更
に
は
令
和
８
年
度
概
算
要
求

で
約
25
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
概
算
要
求
額
は
奄
美
市
、
瀬
戸
内
町
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
に
よ
り
ま
す
と
、
各
種
調
査
、
調

整
を
実
施
し
た
結
果
、
瀬
戸
内
警
察
署
武
道

場
裏
の
町
有
地
が
適
地
と
判
断
さ
れ
、
現
在

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

問　

本
町
で
の
防
衛
補
助
事
業
の
活
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

瀬
戸
内
町
に
お
い
て
、
過
去
に
実
施
し

た
事
業
ま
た
は
実
施
中
の
周
辺
対
策
事
業

は
、「
障
害
防
止
工
事
の
助
成
」
と
し
て
道

路
整
備
。
民
生
安
定
施
設
の
整
備
の
助
成
と

し
て
、
ご
み
処
理
施
設
・
し
尿
処
理
施
設
・

消
防
自
動
車
等
の
購
入
・
清
水
公
園
改
修
工

事
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
、
７
年
度
に
交
付
さ
れ
た
訓
練
交
付
金

と
し
て
、
消
防
団
資
材
搬
送
車
・
消
防
団
可

搬
式
小
型
ポ
ン
プ
等
の
購
入
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
補
助
事
業
の
採
択
に
当

た
っ
て
は
、
自
衛
隊
等
の
行
為
、
防
衛
施
設

の
設
置
・
運
用
に
伴
う
因
果
関
係
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
各
種
制
度
は
非
常
に
複
雑
な

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
国
と
も
情
報
共
有
を
密
に
し
つ

つ
、
町
と
し
て
は
、
助
成
対
象
と
な
る
事
業

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
情
報
を
ま
と
め
て
お

き
、
時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
有
効
に
活
用

し
、
町
民
が
快
適
に
生
活
で
き
る
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

問　

奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
株
式
会
社

（
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
存
続
期
限
が
令
和
８
年
３
月

31
日
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
や
せ
と
う
ち
未
来
展
望
２
０
５
０
に
掲
げ

る
「
ド
ロ
ー
ン
活
用
」
を
令
和
８
年
度
以
降

ど
の
よ
う
な
体
制
で
継
続
す
る
の
か
、
ま
た

会
社
を
解
散
す
る
場
合
、株
式
や
知
的
財
産
、

運
用
デ
ー
タ
、
設
備
機
材
を
ど
の
よ
う
に
承

継
・
管
理
・
活
用
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

町
長
：
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
取
組
に
よ
り
一
定
の

知
見
を
蓄
積
で
き
、
目
的
は
達
成
し
た
と
判

断
し
、
令
和
８
年
３
月
31
日
で
満
了
と
な
り

ま
す
。
来
年
度
以
降
は
町
が
主
体
と
な
り
、

防
災
・
災
害
対
応
な
ど
公
的
業
務
を
中
心
に

ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
地
域
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
ま
す
。
株
式
や
知
的
財
産
等
は
契
約

に
基
づ
き
適
切
に
処
理
し
ま
す
。

柳谷 昌臣　議員

自
衛
隊
施
設
整
備
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
事
業
に
つ
い
て

泰山 祐一　議員
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問　

レ
ベ
ル
3.5
で
の
物
資
輸
送
は
一
旦
休
止

と
な
り
、
体
制
は
後
退
し
ま
す
。
事
業
計
画

や
契
約
内
容
が
非
公
開
の
資
料
が
あ
ま
り
に

も
多
い
中
進
め
ら
れ
、「
適
切
」
と
言
わ
れ

て
も
、我
々
は
「
適
切
か
」
分
か
り
ま
せ
ん
。

我
々
議
会
は
町
民
か
ら
ご
負
託
を
受
け
、
予

算
執
行
を
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
決
機
関

で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
も
そ
の
役
割
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
状
況
の
ま
ま
で
は
、
監
視
機
能
を
果
た

せ
ま
せ
ん
。
知
的
財
産
や
運
用
デ
ー
タ
、
設

備
機
材
の
契
約
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を

お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

答　

財
政
補
佐
：
Ａ
Ｉ
Ｄ
で
得
ら
れ
た
知
見

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
土
台
に
、
新
年
度
に
向
け
て

町
が
主
体
と
な
り
自
立
し
た
事
業
と
し
て
進

め
ま
す
。マ
ニ
ュ
ア
ル
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
、飛
行
デ
ー

タ
は
ヤ
マ
ハ
、
運
行
デ
ー
タ
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
も

の
と
な
り
ま
す
。

泰
山　

知
的
財
産
で
あ
る
運
航
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
あ
り
町
に
残
ら
な
い
の
は
大
き

な
問
題
で
す
。
蓄
積
し
た
経
験
を
生
か
す
た

め
に
も
、
申
請
に
不
可
欠
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ

の
配
慮
を
求
め
ま
す
。

問　

山
郷
地
区
網
野
子
集
落
で
民
間
が
進
め

る
体
験
型
農
園
等
の
整
備
に
対
し
、
町
と
し

て
主
体
的
に
協
議
し
伴
走
型
の
支
援
体
制
を

構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
の
水
不
足
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

全
体
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
モ
デ
ル

事
業
と
考
え
、
地
元
企
業
や
農
家
と
協
議
を

進
め
る
。

　

水
不
足
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
を
活
用
し

た
施
設
整
備
に
向
け
県
と
協
議
中
で
あ
る
。

問　

休
床
中
の
病
棟
を
徳
洲
会
病
院
へ
移
管

す
る
か
、
病
児
保
育
施
設
と
し
て
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

病
床
移
管
は
地
域
医
療
構
想
上
の
調
整

が
必
要
で
慎
重
に
進
め
る
。
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会
等
に
諮
り
検
討
す

る
。

問　

町
内
で
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等
が
受

講
で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
考
え
は
あ
る

か
。

答　

町
で
の
研
修
実
施
体
制
の
整
備
は
考
え

て
い
な
い
が
、
受
講
費
用
へ
の
助
成
な
ど
人

材
確
保
に
資
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問　

医
療
・
福
祉
等
の
専
門
職
確
保
の
た
め
、

地
元
就
労
を
条
件
と
し
た
給
付
型
奨
学
金
を

創
設
で
き
な
い
か
。

答　

給
付
型
で
は
な
く
、
町
内
で
医
療
・
福

祉
職
に
就
く
定
住
者
を
対
象
に
、
奨
学
金
返

還
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
設
計
中
で
あ

る
。

問　

食
材
費
等
の
高
騰
に
苦
し
む
施
設
や
宅

配
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
補
助
制
度
を
検

討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に

加
え
、
町
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
創
設

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

介
護
施
設
の
物
価
高
対
策

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

里山 正樹　議員

農
業
振
興
・
地
域
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

へ
き
地
診
療
所
の
休
床
ベ
ッ

ド
利
活
用
に
つ
い
て

介
護
人
材
確
保
と
資
格
取
得

支
援
に
つ
い
て

小型無人機（ドローン）の飛行レベル

画
像
出
展
：
無
人
航
空
機
に
係
る
制
度
検
討

の
経
緯
に
つ
い
て
（
国
土
交
通
省
）
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問　

中
学
生
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
本
土
か

ら
の
修
学
旅
行
誘
致
に
向
け
た
検
討
・
体
制

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答　

観
光
協
会
と
連
携
し
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
合
意
は
得
て
い
る
。
大
人
数
の
受
入
施

設
不
足
等
の
課
題
は
あ
る
が
、
少
人
数
で
の

体
験
交
流
な
ど
か
ら
推
進
し
た
い
。

問　

当
初
予
算
編
成
の
重
点
項
目
及
び
新
規

事
業
等
に
つ
い
て
。

答　

重
点
項
目
は
子
育
て
支
援
の
充
実
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教
育
、農
業
の
振
興
、

陸
上
交
通
の
安
全
対
策
、
文
化
と
観
光
、
海

洋
に
お
け
る
自
然
保
護
活
動
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
等
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
、
節
子
地
区
の
た

め
池
、
網
野
子
地
区
の
排
水
路
の
浸
水
被
害

防
止
工
事
、
交
通
空
白
解
消
緊
急
支
援
事
業

に
か
か
る
実
証
実
験
の
継
続
及
び
加
計
呂
麻

島
民
車
両
航
送
料
補
助
等
で
す
。
ま
た
、
地

域
内
経
済
循
環
の
拡
大
対
策
と
し
て
、
公
共

事
業
や
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
、
町

内
事
業
者
の
活
用
機
会
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

問　

町
制
施
行
50
周
年
の
際
に
発
刊
さ
れ
た

地
元
新
聞
掲
載
の
瀬
戸
内
町
関
連
記
事
を
ま

と
め
た
『
新
聞
資
料
集
』
に
つ
い
て
、
そ
の

続
編
と
な
る
資
料
集
の
編
纂
・
刊
行
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

答　

地
元
新
聞
社
の
協
力
が
必
要
で
す
の
で

調
整
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

70
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
集
落

集
会
施
設
等
整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の

分
担
金
に
つ
い
て
見
直
し
（
減
額
等
）
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

答　

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、
新
た
な
展
開
に
向
け
た
前
進
の
た

め
に
も
70
周
年
と
い
う
節
目
を
契
機
に
一
定

の
結
論
を
出
す
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
関
係
者
の
理
解
も

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
（
株
）
の

更
新
に
つ
い
て
は
住
民
等
の
意
見
を
踏
ま
え

検
討
す
る
と
い
う
答
弁
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
（
株
）
の

目
的
を
達
成
し
た
と
判
断
し
、
令
和
８
年
３

月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

問　
「
あ
ら
と
ん
と
ん
の
館
」
と
「
西
古
見

ゲ
ー
ト
」
を
連
携
さ
せ
、
西
方
全
体
を
活
性

化
さ
せ
る
具
体
的
な
施
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

両
施
設
の
連
携
は
不
可
欠
で
あ
り
、
通

過
型
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
図
る
。

具
体
的
に
は
タ
ン
カ
ン
収
穫
や
釣
り
な
ど
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
、
民
間
事
業
者

や
旅
行
会
社
と
協
力
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

で
、
両
施
設
の
強
み
を
活
か
し
た
相
乗
効 

果
を
生
み
出
し
て
い
く
。

問　

町
内
の
介
護
施
設
が
今
後
継
続
し
て
い

く
た
め
の
町
と
し
て
の
施
策
を
伺
い
ま
す
。

久
慈
農
泊
施
設

『
あ
ら
と
ん
と
ん
の
館
』
の

　
　
　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
事
業
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
介
護
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

町
制
施
行
70
周
年

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

永井 しずの　議員

中村 洋康　議員

修
学
旅
行
の
誘
致
に
つ
い
て
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答　

運
営
支
援
と
し
て
国
の
報
酬
改
定
や
物

価
高
騰
対
策
分
を
確
実
に
反
映
さ
せ
る
。
ま

た
、
事
業
所
ご
と
の
強
み
を
活
か
し
て
地
域

全
体
で
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
定

期
的
な
協
議
の
場
を
設
け
、
持
続
的
な
運
営

を
支
援
し
た
い
。

問　

課
を
統
合
し
た
事
で
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
伺
い
ま
す
。

答　

改
革
の
目
的
は
組
織
の
持
続
可
能
性
と

効
率
化
で
あ
る
。
高
校
支
援
業
務
等
に
つ
い

て
は
、
専
門
職
で
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
て
お
り
、
職
員
が
異
動
し
て
も
連

携
し
て
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　

休
校
や
存
続
の
危
機
に
あ
る
池
地
・
与

路
校
に
対
し
、
留
学
生
募
集
等
の
対
策
と
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答　

留
学
制
度
の
補
助
拡
充
や
、
関
西
郷
友 

会
へ
の
直
接
的
な
P
Ｒ
を
実
施
し
た
。
与
路

校
の
里
親
募
集
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
現
在
面
談
を
進
め
て
い
る
。

問　

町
と
し
て
将
来
『
認
定
こ
ど
も
園
』
を

創
設
す
る
予
定
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答　

過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
要
望
が
少
な

か
っ
た
が
状
況
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
令

和
８
年
度
の
方
針
策
定
や
令
和
９
年
度
頃
の

高
丘
保
育
所
建
替
計
画
時
に
、
認
定
こ
ど
も

園
の
設
置
を
再
検
討
し
た
い
。

問　

１
時
間
２
，
４
０
０
円
の
使
用
料
は
、

テ
ナ
ン
ト
料
（
月
額
換
算
）
と
比
較
し
て
も

公
共
施
設
と
し
て
高
額
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た
減
免
や
、
テ
ー

ブ
ル
備
え
付
け
な
ど
の
改
善
策
を
伺
い
ま

す
。

答　

料
金
は
他
施
設
と
比
較
し
て
も
適
正
と

考
え
る
が
、
使
用
面
積
や
販
売
の
有
無
な
ど

を
考
慮
し
た
減
免
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

テ
ー
ブ
ル
は
寄
贈
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
、

活
用
を
考
え
た
い
。

問　

自
動
車
航
送
運
賃
の
島
民
割
引
の
進
捗

状
況
と
、
カ
ケ
ロ
マ
地
域
の
売
店
維
持
の
た

め
仕
入
れ
に
か
か
る
貨
物
運
賃
の
免
除
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
車
検
時
助
成
の
予

算
残
額
を
他
の
助
成
に
回
せ
な
い
か
伺
い
ま

す
。

答　

島
民
割
引
は
令
和
８
年
度
内
の
実
施
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
国
・
県
か
ら
運

賃
自
体
の
値
上
げ
指
示
も
受
け
て
お
り
、
貨

物
運
賃
の
免
除
は
経
営
上
困
難
で
あ
る
。
車

検
助
成
予
算
の
目
的
外
使
用
は
で
き
な
い

が
、
利
用
促
進
に
努
め
る
。

問　

開
始
後
の
利
用
状
況
と
課
題
、
料
金
設

定
の
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答　

11
月
末
時
点
で
１
，
２
６
８
件
の
利
用

が
あ
り
、
課
題
は
特
に
な
く
好
評
で
あ
る
。

料
金
は
バ
ス
よ
り
高
く
タ
ク
シ
ー
よ
り
安
い

設
定
と
し
た
。

問　

ソ
テ
ツ
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
被
害
対
策
や

林
道
の
伐
採
時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
被
害
は
民
有
地
が
多
く

対
応
困
難
だ
が
、
薬
剤
支
援
を
検
討
す
る
。

林
道
伐
採
は
生
活
路
線
を
優
先
す
る
。

問　

資
源
ゴ
ミ
（
瓶
）
用
の
小
袋
が
な
く
、

高
齢
者
が
大
袋
を
使
う
の
は
不
便
か
つ
不
経

済
で
あ
る
。
回
収
後
に
袋
を
開
封
す
る
の
で

資
源
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て

林
道
の
美
化
に
つ
い
て

伊東 さおり　議員

海
の
駅
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

フ
ェ
リ
ー
運
賃
及
び
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

池
地
小
中
学
校
・
与
路
小
中
学

校
の
今
後
に
つ
い
て

庁
舎
内
の
機
構
改
革
に

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
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一般質問

あ
れ
ば
、
透
明
な
レ
ジ
袋
で
の
排
出
を
認
め

て
ほ
し
い
。

答　

小
袋
は
需
要
が
少
な
く
作
製
が
難
し

い
。
レ
ジ
袋
で
の
排
出
は
ゴ
ミ
散
乱
の
懸
念

も
あ
る
が
、
住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
協
議
・

検
討
し
た
い
。

問　

７
月
に
提
案
し
た
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防

止
条
例
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
に
報
い
、
教
育
的
観
点
か
ら

も
条
例
制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
を
問
う
。

答　

条
例
に
つ
い
て
は
、
罰
則
の
実
効
性
に

課
題
が
あ
る
ほ
か
、
単
独
で
の
制
定
は
「
ポ

イ
捨
て
が
多
い
町
」
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ

を
招
く
懸
念
が
あ
る
た
め
、
現
在
は
検
討
し

て
い
な
い
。
他
町
村
と
連
携
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。
当
面
は
看
板
設
置
や
、
空
き
缶
へ

の
吸
い
殻
混
入
防
止
な
ど
の
マ
ナ
ー
啓
発
に

努
め
る
。

問　

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の
14
時
便
に
お
け

る
荷
物
受
取
の
混
雑
緩
和
に
つ
い
て
、
船
員

の
負
担
を
増
や
さ
な
い
形
で
の
人
的
補
助
や

改
善
策
を
求
め
る
。

答　

受
付
は
出
港
30
分
前
か
ら
行
っ
て
い

る
。
常
時
の
補
助
員
導
入
は
難
し
い
が
、
年

末
等
の
繁
忙
期
に
は
補
助
員
を
配
置
し
て
対

応
す
る
。
ま
た
、
大
口
利
用
者
へ
の
月
締
め

請
求
等
の
対
応
で
窓
口
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。

問　

人
件
費
が
高
騰
し
財
政
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
施
策
の
費
用
対
効
果
の
精
査
や
、

課
の
統
合
に
よ
る
人
員
削
減
な
ど
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
向
け
た
具
体
策
は
何
か
。

答　

現
状
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
維
持
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

事
業
評
価
に
よ
る
実
行
判
定
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

事
務
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
課
・
係
の
統

合
を
通
じ
て
業
務
効
率
化
と
適
正
な
人
員
配

置
を
進
め
、
行
財
政
の
再
構
築
を
図
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
次
年
度
の
目

標
は
。
目
標
達
成
に
は
、
島
唄
教
室
の
よ
う

な
独
自
性
の
あ
る
返
礼
品
開
発
や
、
Ｐ
Ｒ
の

強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
11
月
末
実
績
は
約
８
，
０
０
０
万
円
で

前
年
比
増
と
な
っ
て
い
る
。
次
年
度
は
寄
付

額
１
億
７
，
０
０
０
万
円
を
目
標
と
し
、
返

礼
品
の
掘
り
起
こ
し
や
体
験
型
商
品
の
拡

充
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
物
産
展
で
の
対
面
Ｐ
Ｒ
を
強

化
す
る
。
ま
た
、
離
島
特
有
の
輸
送
費
課
題

に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
へ
の
配
慮
を
国
へ

要
望
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例

制
定
に
つ
い
て

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の
荷
物

受
け
取
り
体
制
の
改
善

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

栄 克人　議員

人
件
費
の
効
率
化
と
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
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活動報告
　　

令
和
８
年
１
月
19
日
に
先
進
自
治
体
で
あ

る
、
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
、
鹿
児
島
県
湧
水

町
の
事
例
を
本
町
の
施
策
へ
の
反
映
を
目
的

と
し
て
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
さ
つ
ま
町
に
お
け
る

　
　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

　

さ
つ
ま
町
で
は
、
独
居
高
齢
者
等
の
栄
養

改
善
と
安
否
確
認
を
目
的
と
し
た
町
単
独
事

業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

☑
徹
底
し
た
対
面
手
渡
し
に
よ
る
見
守
り

　

原
則
と
し
て
対
面
で
の
手
渡
し
を
徹
底

し
、
応
答
が
な
い
場
合
は
家
族
等
の
許
可
を

得
て
、
家
の
中
に
入
っ
て
声
掛
け
を
行
う
な

ど
、
非
常
に
き
め
細
か
な
運
用
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

☑
救
急
搬
送
へ
の
迅
速
な
対
応
実
績

　

配
食
時
の
見
守
り
活
動
に
よ
り
、
令
和
６ 

年
だ
け
で
熱
中
症
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
利

用
者
を
５
件
発
見
し
、
救
急
搬
送
に
繋
げ
る

な
ど
、
人
命
救
助
に
直
結
す
る
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

☑
一
貫
し
た
運
営
体
制

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
に
よ
り
、
調

理
か
ら
配
達
、
容
器
回
収
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

◇
湧
水
町
に
お
け
る
医
療
介
護

従
事
者
奨
学
金
お
よ
び
人
材
育

成
支
援
の
現
状

　

湧
水
町
で
は
、
将
来
的
な
介
護
職
員
の
需

要
増
加
を
見
据
え
、
２
つ
の
強
力
な
支
援
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

□
介
護
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金

　

介
護
福
祉
士
や
初
任
者
研
修
な
ど
の
受
講

費
用
の
８
割
を
補
助
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ 

33
名
が
利
用
し
て
お
り
、
専
門
資
格
の
取
得

を
力
強
く
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

□
医
療
介
護
従
事
者
奨
学
金
貸
与
事
業

　

医
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福

祉
士
な
ど
幅
広
い
職
種
を
対
象
に
、
月
額
３ 

万
５
，
０
０
０
円
程
度
の
貸
与
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

□
定
住
を
促
進
す
る
返
還
免
除
制
度

　

町
内
に
住
所
を
置
き
、
町
内
の
施
設
に
勤

務
す
る
場
合
な
ど
は
、
奨
学
金
の
返
還
が
免

除(

ま
た
は
猶
予)

さ
れ
る
仕
組
み
を
設
け
、

地
域
に
根
差
す
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

活動報告

瀬戸内町 

文教厚生

常任委員会

Topics1

所
管
事
務
調
査

「
瀬
戸
内
町
の
持
続
可
能
な
介
護
に

関
す
る
調
査
」 

を
実
施
し
ま
し
た
。



21　|　広報せとうち　March 2026 広報せとうち　March 2026　|　20

活動報告
　

竹
富
町
が
所
有
す
る
貨
物
輸
送
船
「
つ
む

ぎ
」
に
つ
い
て
、
視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
「
つ
む
ぎ
」
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
貨
物
船
「
農
協
や
え
や
ま
」
の
運
行

終
了
を
受
け
て
、
そ
の
後
継
と
し
て
町
が
公

船
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
町
と
類
似

し
た
背
景
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

船
の
建
造
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
及
び
沖
縄
離
島
活
性

化
推
進
事
業
費
補
助
金(

沖
振
法
、
補
助
率 

十
分
の
八)

を
活
用
し
、
残
額
を
過
疎
債
で

補
填
、
町
の
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
て

い
て
、本
町
と
は
異
な
る
財
源
構
成
で
し
た
。

　

　

運
航
体
制
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
運
航
実
績
は
毎
月
黒
字
を
維

持
し
て
お
り
、
指
定
管
理
料
の
支
出
も
発
生

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
安
定
し
た
経
営
が
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

加
え
て
、
貨
物
量
の
増
加
に
よ
り
、
専
用

バ
ー
ス
の
整
備
が
実
現
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る

収
益
増
が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

本
町
に
お
け
る
将
来
的
な
収
支
見
通
し
と
は

大
き
な
差
異
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

竹
富
町
は
「
建
造
費
は
補
助
金
と
ふ
る
さ

と
納
税
で
町
が
持
ち
、
運
営
費
は
民
間
の
経

営
努
力
で
賄
わ
せ
る
（
行
政
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
負
担
を
極
小
化
す
る
）
と
い
う
シ
ビ

ア
か
つ
野
心
的
な
モ
デ
ル
で
す
。
対
し
て
瀬

戸
内
町
側
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
行
政

が
運
営
費
を
支
え
る
モ
デ
ル
を
前
提
と
し
て

お
り
、
そ
の
「
自
立
度
」
の
高
さ
が
最
大
の

と
相
違
点
で
し
た
。

Topics １

第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
の

調
査
を
し
ま
し
た
。

活動報告

瀬戸内町 

総務経済

常任委員会

多機能型貨物輸送船「つむぎ」の接岸状況

竹富町議会議事堂での集合写真（大久議長と）多機能型貨物輸送船「つむぎ」前にて

多機能型貨物輸送船「つむぎ」の船内見学
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本
町
に
計
画
し
て
い
る
自
衛
隊
海
上
輸
送

施
設
と
同
規
模
で
あ
る
海
上
自
衛
隊
下
関
基

地
隊
を
調
査
視
察
し
ま
し
た
。

　

基
地
内
の
港
湾
岸
壁
、
隊
舎
、
宿
舎
、
倉

庫
、
燃
料
タ
ン
ク
等
を
案
内
・
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
本
町
に
計
画
し
て
い
る
施
設
の
イ

メ
ー
ジ
が
具
体
化
し
ま
し
た
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委

員

長
　
中
村
　
洋
康

副
委
員
長
　
栄
　
克
人

委

員
　
永
井
　
し
ず
の

委

員
　
元
井
　
直
志

委

員
　
柳
谷
　
昌
臣

委

員
　
向
野
　
忍

委

員
　
義
永
　
将
晃

本会議の模様は、映像でもご覧いただけますのでスマー

トフォンやタブレットでご視聴される場合は、右の二次

元コードにカメラを向けることで視聴サイトへと繋がり

ます。 またパソコンでご視聴される方は、YouTube で

「瀬戸内町議会」と検索することでご覧いただけます。

まちの未来が見える
議会傍聴においでください

次回の定例会は３月３日の予定です
インターネットで生中継。
瀬戸内ケーブルテレビの録画放送でもご覧いただけます

活動報告

防衛事業と

地域共生調査

特別委員会

説明・意見交換会

海上自衛隊 下関基地隊の視察

海上自衛隊 下関基地隊のみなさんと
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救急ニュース！
EMS NEWS LETTER

瀬⼾内消防分署からのお便り

あなたの周りに悩んでいる⼈は居ませんか？⼀⼈で悩ま
ず周囲への声掛けをしましょう！
⾃殺を予防する『ＴＡＬＫの原則』があります。

⾃殺対策強化⽉間について

ゲートキーパー ⽇本全国ＡＥＤマップ 救急講習会について
ゲートキーパーとは、悩んでい
る⼈に気付き、声をかけてあげ
られる⼈のことです。命の⾨番
とも位置付けられています。

⽇本全国ＡＥＤマップをご存じで
しょうか？
旅先でも携帯電話で【⽇本全国Ａ
ＥＤマップ】と検索すると近くの
ＡＥＤの設置場所の情報がすぐ出
て来ます。
もしもの時に、素早い⾏動が取れ
るようにしましょう。

瀬⼾内消防分署では、救急講習
会で命を救う知識、技術を教え
ています。
広報誌をご覧になられて、興味
がありましたら、是⾮お問い合
わせください。

【Ｔ】はっきりと⾔葉に出して相⼿を⼼配していると伝える。
【Ａ】死にたいと思っているかどうかを率直に尋ねる。
【Ｌ】絶望的な気持ちを受け⽌め、徹底的に傾聴する。
【Ｋ】危険と判断したら、本⼈の安全を確保し適切に対処する。

⽇本全国ＡＥＤマッ
プの情報はこちらの
⼆次元コードからも
取得可能です。

瀬⼾内消防分署からお知らせです。
救急関連の情報などを掲載していますので、ぜひご確認ください。

『ＴＡＬＫ』とは、TELL、ASK、Listen、Keep�safeの頭⽂
字をとった⾔葉になります。

TEL�0997-72-1190 
FAX0997-72-1192
894-1508

⼤島地区消防組合
 瀬⼾内消防分署

瀬⼾内町古仁屋芦瀬原
   1283番地175号�

119番通報について
携帯電話から119番通報を⾏った際に、発信場所と異なる地域の消防本部へつ
ながる事案が発⽣しています。本事案は、携帯電話の電波を中継する基地局な
どの位置によって、⼤島地区消防組合ではなく、別の地域の消防指令センター
へつながっていると考えられます。
もし、他の消防本部につながってしまっても、落ち着いて現在の【市町村名】
から電話をかけていることをお伝え下さい。その後、⽕事、救急、救助などの
内容をお話しすると、正しい管轄の消防本部へ転送されますので、電話を切ら
ずにそのままお待ちください。なお、携帯電話通報の場合のみ、このような事
案が起こっております。固定電話からの119番通報では、⼤島地区消防組合に
つながりますので、可能であれば固定電話からの通報もご検討されて下さい。

救急係

救急ニュース！
EMS NEWS LETTER

瀬⼾内消防分署からのお便り

あなたの周りに悩んでいる⼈は居ませんか？⼀⼈で悩ま
ず周囲への声掛けをしましょう！
⾃殺を予防する『ＴＡＬＫの原則』があります。

⾃殺対策強化⽉間について

ゲートキーパー ⽇本全国ＡＥＤマップ 救急講習会について
ゲートキーパーとは、悩んでい
る⼈に気付き、声をかけてあげ
られる⼈のことです。命の⾨番
とも位置付けられています。

⽇本全国ＡＥＤマップをご存じで
しょうか？
旅先でも携帯電話で【⽇本全国Ａ
ＥＤマップ】と検索すると近くの
ＡＥＤの設置場所の情報がすぐ出
て来ます。
もしもの時に、素早い⾏動が取れ
るようにしましょう。

瀬⼾内消防分署では、救急講習
会で命を救う知識、技術を教え
ています。
広報誌をご覧になられて、興味
がありましたら、是⾮お問い合
わせください。

【Ｔ】はっきりと⾔葉に出して相⼿を⼼配していると伝える。
【Ａ】死にたいと思っているかどうかを率直に尋ねる。
【Ｌ】絶望的な気持ちを受け⽌め、徹底的に傾聴する。
【Ｋ】危険と判断したら、本⼈の安全を確保し適切に対処する。

⽇本全国ＡＥＤマッ
プの情報はこちらの
⼆次元コードからも
取得可能です。

瀬⼾内消防分署からお知らせです。
救急関連の情報などを掲載していますので、ぜひご確認ください。

『ＴＡＬＫ』とは、TELL、ASK、Listen、Keep�safeの頭⽂
字をとった⾔葉になります。

TEL�0997-72-1190 
FAX0997-72-1192
894-1508

⼤島地区消防組合
 瀬⼾内消防分署

瀬⼾内町古仁屋芦瀬原
   1283番地175号�

119番通報について
携帯電話から119番通報を⾏った際に、発信場所と異なる地域の消防本部へつ
ながる事案が発⽣しています。本事案は、携帯電話の電波を中継する基地局な
どの位置によって、⼤島地区消防組合ではなく、別の地域の消防指令センター
へつながっていると考えられます。
もし、他の消防本部につながってしまっても、落ち着いて現在の【市町村名】
から電話をかけていることをお伝え下さい。その後、⽕事、救急、救助などの
内容をお話しすると、正しい管轄の消防本部へ転送されますので、電話を切ら
ずにそのままお待ちください。なお、携帯電話通報の場合のみ、このような事
案が起こっております。固定電話からの119番通報では、⼤島地区消防組合に
つながりますので、可能であれば固定電話からの通報もご検討されて下さい。

救急係
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2026年４月のご案内 ▶ ▶古仁屋小学校附属幼稚園です。
担当 ▶ 教育委員会社会教育課生涯学習係 脇田 ☎ ７２－２９０５

瀬戸内町立池地中学校
校長 前泊　勝利

今月の担当

　　こどもが健やかに成長していくためには、適切な運動、十分な休
養・睡眠、調和のとれた食事が大切です。また、こどもがこのような

生活習慣を身に付けていくためには、各家庭で保護者の果たすべ

き役割は大きくなります。「よく体を動かし、よく眠り、よく食べる」とい

う成長期のこどもにとって、自然で必要な基本的生活習慣が大きく

乱れていることがあります。基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や

体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。「早寝（熟

睡）・早起き・朝ごはん」に代表される生活リズムの確立に取り組む

ことが大切です。

　　また、「運動・睡眠・食事」と「学習」は次のような関係があると言
われています。

　　「運動と学習」は、運動をすることでいつもとは違う部分が刺激

され、新しい細胞が生み出されることで脳が活性化します。運動する

ことで脳が活性化し、思考力や記憶力が強化されるので学習効果

が向上するようです。

　　「睡眠と学習」は、学習効果を高めるためには充分な睡眠が必

要です。寝ないで長時間勉強するより、寝て睡眠中に脳を休ませて

から勉強するほうが脳にゆとりができて効果的に勉強することがで

きるようです。

　　「食事と学習」は、朝ごはんを抜くとその後の活動の際に集中力

が出ないことがあります。それは脳のエネルギー源であるブドウ糖が

不足しているために勉強が捗らないからのようです。

　　こどもの成長のために、保護者がしっかり「運動・睡眠・食事」に
関わっていくことが大切です。

運動・睡眠・食事

（池地中学校内での「運動」として持久走大会の様子を掲載しています。）
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☑Information｜March

お問い合わせ：図書館℡0997-72-3799/郷土館℡0997-72-1600

写真：久根津で調教訓練する様子

（「広報せとうち」昭和50年元旦号より）

図書館・郷土館だより
か け は し 号図書館ＨＰ

はコチラ

➡➡➡➡➡

1月の図書館利用状況（開館日数：本館23日・移動図書館16日）
【貸出冊数】3,785冊（+163冊） 【利用者数】643人（-30人）

一般書の新着 児童書の新着

『みんなで見守る地域猫』
高橋 うらら/文
ノラ猫に不妊去勢手術

を施して増加を防ぎ、地域
住民が協力してエサやりや
トイレ掃除などをする地域
猫活動の詳細を描く。

『リクと暮らせば』
大崎 梢/著
訓練を受けた優秀な番

犬を貸し出す「レンタル番
犬サービス」。事情があり
サービスを利用する人と犬
たちの絆の物語。

『少食でもちゃんと栄養がとれる食べ方』関口 絢子/著
『ハヴィラ戦記 2』 みのすけ/著
『閲覧注意』 知念 実希人/著
『総理にされた男 2』 中山 七里/著

『海底のサバイバル 1』 洪 在徹/原案
『K-POP・シークレット 1』 ステファン・イ/原作
『えかきになりたいねずみくん』なかえ よしを/作
『もぐもぐかめかめ』 きたがわ めぐみ/作・絵

郷土小話

大島海峡生まれの「オキちゃん」

昭和 49年 5月、沖縄国際海洋博覧会のマスコ
ット・イルカが大島海峡で捕獲されました。瀬戸
内漁協が協力して薩川湾一帯を探索。11隻の
船団で半円形の円陣で追い、約 2時間にわた
る追跡の末、知之浦湾で 11頭を捕獲。久根津
でしばらく調教訓練されたのち沖縄へ。イルカは
「オキちゃん」と命名され人々に愛されました。
1999 年には娘「サミ」を出産。そのセレモニー
には瀬戸内町長も招待されました。『沖縄ちゅう
ら海水族館』によると「オキちゃん」は 2025年
12月 2日死亡。世界で飼育されているミナミバ
ンドウイルカで最も長生きし、飼育 50年目、推
定 52歳だったそうです。

★図書館友の会
日時：3/1（日）14：00～15：00
場所：図書館 1階事務室
今月は新聞エコバッグ作りの予定です。

★ちいさい子のおはなし会
日時：3/8（日）10：45～
場所： 図書館 1階絵本コーナー
赤ちゃんから楽しめるおはなしをいろいろ用
意しています♪

★おはなしのじかん
日時：3/15（日）1０：30～11：00
場所： 図書館 1階絵本コーナー
いろいろなおはなしを用意しています♪

★絵本のカタリバ
日時：3/25（水）19:00～19：30（予定）
場所： 図書館 1階絵本コーナー
参加したい方は当日 18時までに図書館へ
連絡をお願いします。

イベントのお知らせ

上記の予定は、状況次第で中止になる場合があり
ます。ご了承ください。

3/20

3/29
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加計呂麻地区道路伐採業務委託員募集

お問合わせ先に各課の直通番号を記載しています。役場代表のお問合わせ先はこちらです。

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111
※平日の午後５時 15 分以降や休日は、宿直室につながります。

募 集

お知らせ

催 し
３月のお知らせ

交通災害共済申込募集

▶交通災害共済とは？　年間 500 円で加入ができ、

自動車や自転車などの車両や旅客機・旅客船などの

事故（自損事故を含む）が原因で身体に傷害を受け

た場合に、治療日数に応じて見舞金を受け取ること

ができる保険です。詳しくは 3 月中旬に各世帯に配

布します加入申込書と同封の資料をご覧ください。

▶料金　年間掛金 500 円（令和 8 年 4 月 1 日から

令和 9 年 3 月 31 日まで）

令和８年度『農業研修生』募集

町公式
ウェブサイト

　加入申し込みは1人1口となっているが、保険会社などの交通災害保険に入っていると、
この共済に加入できないのか。
　民間保険会社の交通災害保険に加入されている方でも関係なく加入できます。ただし、
この組合で2口以上加入することは認めておりません。
　バスや電車に乗車中自分の過失による事故は対象とされないが、車内で転倒してけがを
してもだめか。
　バスや電車に乗っていて、バスや電車が衝突事故をさけようとして急ブレーキをかけた
ため、乗客が倒れてけがをした場合などは見舞金をお支払いします。
　普通の運行状態で車内で転倒したような場合とか、他の乗客とのけんかとか、荷物にふ
れてけがをしたような場合は対象となりません。
　交通事故証明書を必要とするのはなぜか。
　原則として交通事故が起きた場合、すみやかに警察へ届け出る義務があります。交通事
故を立証するために事故証明書が必要となります。
（事故証明書〈照合記録簿の種別が人身事故であるもの〉がなく事故申立書による場合は、
1等級及び9等級を除き当該等級の直近下位の等級の額となります。）
　道路上を歩行中、前方より自動車が猛スピードできたのでよけようとしてけがをした場
合対象となるか。
　警察が交通事故として取り扱い、交通事故証明書が発行されている場合は対象となります。
　一度交通事故でけがをし、その治療中にまた交通事故でけがをした場合はどうなるか。
　共済加入期間中であれば、事故によりけがを受けたつど、別個の事故として見舞金をお
支払いします。この場合、一度目の事故の治療期間は、二度目の事故発生の日の前の治療
期間までとします。
　見舞金を請求する時に提出する診断書は、組合所定の様式でなければいけないのか。
　加害者側や、自身が加入している損害保険会社等が治療費の支払いを行っている場合は、
組合所定の診断書ではなく、自賠責保険（共済）の診断書及び診療報酬明細書の写しで代
用できます。
　足を骨折し全治40日を要したが、入院せず家でギプス固定で療養したため、実通院日
数は5日間だった場合は、見舞金の対象にならないのか。
　ギプス等の固定期間については、装具の種類や骨折の部位によって入院日数に換算でき
る場合がありますので、個別に組合までお問い合わせください。
　役場駐車場の通路部分で交通事故にあった場合は対象になるか。
　道路以外の場所で起きた事故であっても、役場駐車場のように一般に開放され人や車両
が自由に往来していると客観的に認められる場所は、一般交通の用に供する場所として道
路と同様に取り扱われるので対象となります。
　キャリーカーを押して歩行中に転倒してけがをした場合は対象になるか。
　いわゆるキャリーカーは車両と認められていないので、対象となりません。
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【個人情報の利用目的】
　本組合が取得した個人情報は、共済契約の締結、維持管理、災害見舞金の支払い、その他共済
事業の充実に関わる目的に限って利用させていただきます。

▶申込方法　加入申込用

紙と 1 人につき 500 円

を、役場 2 階総務企画

課危機管理係窓口へご持

参ください。

▶申込期間　3 月 23 日

（月）受付開始、年度途中

いつでも加入できます。

▶お問合わせ先
総務企画課 危機管理係

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111

▶応募資格
①瀬戸内町（加計呂麻地区）に住所を有している者

②令和 8 年 4 月 1 日時点で満年齢 18 歳以上 65

歳未満の者

③町税および使用料等に滞納がない者

④伐採資格を有する者

▶応募期間　3 月 2 日（月）～ 3 月 16 日（月）（土・日

曜日、祝日は除く）※郵送可、3 月 16 日（月）消印有効

▶応募方法　申込書兼履歴書は建設課での受け取りま

たは町公式ウェブサイトからダウンロードできます。

▶採用方法　書類選考、採用者には別途通知します。

▶業務期間　令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日

▶職種　道路伐採作業　▶募集人員　４人

▶勤務時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時※月 15 日勤務

▶委託料　日額 9,500 円（交通費含む）

▶お問合わせ先　建設課 住宅・土木維持係

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1197

就農をめざす人材（担い手）を募集します。

▶目的　本町において農業経営および農業法人等に

就農を希望する者に対して、農業の基礎知識、経営

方法、技術に関する実地研修をおこない地域農業の

振興に貢献しうる人材の育成を目的とします。

▶研修場所　瀬戸内町営農支援センター

▶研修品目　重点振興品目（パッションフルーツ、

たんかん、カボチャ、肉用牛等）

▶研修内容
①農業基礎講座　②研修施設等を活用した実践研修

③その他就農に向けた各種研修会への参加

▶研修中の支援
①就農準備資金

②中高年層の就農支援（瀬戸内町ふるさとＵターン

就農支援）

③青年等就農計画・営農計画等の作成支援

▶研修期間　令和 8 年 7 月から 1 年間

▶研修時間　土・日曜日、祝日を除く午前 8 時 30

分～午後 5 時（ただし、研修時間の延長または休

日に研修をおこなうこともある）

▶募集条件
①農業を職業として選択し、自主的努力を基本に自立

経営農家をめざした就農意欲が高いと認められる者

②本町に住所を有し、研修後も本町において農業に

従事できる者

③年齢が概ね 18 歳から 65 歳未満の健康な者

④自己資金等の条件が整っており、農地の確保が見

込まれる者

⑤普通自動車運転免許を有する者

⑥身元保証人が 1 名いる者

▶募集人員　若干名

▶募集締切　4 月 30 日（木）

▶申込方法
研修申請書にてお申込みください。申請書は農林課

での受け取りまたは町公式ウェブサイトからダウン

ロードできます。

▶お問合わせ先　農林課 農業振興係

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1174
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あなたの周りで、「いつもと様子が違うな…」と感

じる人がいたら、ちょっと勇気を出して心配してい

ることを伝えてみませんか？そして、もしあなたが

悩み事を抱えていたら、一人で抱え込まず、信頼で

きる誰かに伝えてみてください。

無理に言葉にしなくても大丈夫。

あなたと一緒に考えて

一緒に悩んでくれるはずです。

様々な悩みに対応する相談窓口も多数あります。

▼あなたもゲートキーパーの輪に加わりませんか？

４月２日は世界自閉症啓発デー
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場します。このポスターの中央に
いる「ジュリア」は、自閉症の特
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国 連 の 定 め た

世界自閉症啓発デー
※国連が定める啓発デーには、3月21日の「世界ダウン症の日」もあります。

発達障害啓発週間  4月2日〜8日

応援メッセージ
募集しています

を
日本各地で啓発イベントが行われます。詳しくは公式サイトへ
世界自閉症啓発デー 日本実行委員会公式サイト  
https://www.worldautismawarenessday.jp/

啓 発 デ ー

#世界自閉症啓発デー

主
催

共
催

厚生労働省（発達障害情報・支援センター）
一般社団法人日本自閉症協会

文部科学省 　こども家庭庁　国立特別支援教育総合研究所　全日本自閉症支援者協会　日本自閉スペクトラム学会　
日本発達障害ネットワーク　発達障害者支援センター全国連絡協議会　全国情緒障害教育研究会　
全国児童発達支援協議会　自閉症児者を家族にもつ医師・歯科医師の会　国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

お問い合わせ先 一般社団法人日本自閉症協会 Tel.03-3545-3380 Fax.03-3545-3381 asj@autism.or.jp
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令和 4 年 11 月から、町道網野子峠線の一部区間に

おいて、アマミノクロウサギ等の希少野生生物の保

護のため、鹿児島県自然保護課が侵入防止柵を設置

しており、令和 8 年 2 月に設置区間を延長しました。

アマミノクロウサギ等の希少野生生物の交通事故が

多発している区間に設置することで、希少野生動物

の交通事故を防ぐことを目的としています。

設置場所の詳細は町公式ウェブサイトにてご確認く

ださい。ご理解とご協力をよろしくお願いします。

“ 町道網野子峠線” アマミノクロウサギ
等侵入防止柵（防獣ネット）設置中！

▶お問合わせ先　鹿児島県 環境林務部 自然保護課

　　　　　　　　☎ 099 ｰ 286 ｰ 2616

町公式
ウェブサイト

瀬戸内町

今月の一言

宇検村へ向かう県道は要注意。暗い時間帯は無理のない走行を。

（ 月末までの合計） 緊急事態
事故多発中！

※速報値

（ 年の合計）

▶日時　3 月 19 日（木）午前 10 時～午後 1 時

▶場所　きゅら島交流館 2 階更衣室（和室）

事前に予約されると、優先的にご相談いただけます。

たとえば、相続や遺言について、不動産の名義変更

について、老後の資産管理、成年後見制度ってなに？

会社を作りたい。など、お悩みのある方はお気軽に

ご相談ください。

※正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

▶お問合わせ先　司法書士事務所木村

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 3672

司法書士による法律相談会（無料）

イラスト提供：
ふわふわ。り

鹿児島県では，自死によって毎年約３００人もの尊い命が失われています。

自死は，その多くが「追い込まれた末の死」であり，背景には，過労，生活困窮，育児や介護の

疲れ，いじめや孤立など様々な社会的要因があると言われています。

あなたの周りで，「いつもと様子が違うな・・・」と感じる人がいたら，ちょっと勇気を出して

心配していることを伝えてみませんか？

そして，もしあなたが悩み事を抱えていたら，一人で抱え込まず，信頼できる誰かに伝えてみて

ください。無理に言葉にしなくても大丈夫。あなたと一緒に考えて一緒に悩んでくれるはずです。

様々な悩みに対応する相談窓口も多数あります。匿名での相談も可能で，秘密は守られます。

あなたのお気持ちを聞かせて下さい。

私たち１人ひとりにできること
～あなたもゲートキーパーの輪に加わりませんか？～

厚生労働省「誰でもゲートキーパー手帳」から引用

ゲートキーパーとは？
悩んでいる人に気づき，声をかけ，話を聞いて，必要な支援につなげ，見守る人のことです。
家族や地域，職場，保健，医療，教育の場面など，誰もがゲートキーパーになれます。

変化に気付く
眠れない，食欲がな
い等，いつもと様子
が違うな・・。

温かく見守る
温かく寄り添いながら，
じっくりと見守りましょう

傾聴
（耳を傾けねぎらう）
悩みを真剣な態度で受けと
め，安易な励ましや一方的な
説得は慎み，相手の考えを否
定せず尊重しましょう。

支援先につなぐ
早めに専門機関に相談する
よう，促しましょう。（相談を受
ける方は，一人で抱え込まな
いことが大切です。）

あなたの言葉を待っている人がいます
−３月は自殺対策強化月間です−

声かけ
「何か悩んでる？よかった
ら，話して。」「なんだか元
気ないけど，大丈夫？」

まずは，声をかけることから始めてみませんか。

□不眠，あるいはだらだらと長時間寝る
□食べる量（体重）が減った，もしくは増えた
□小さなミスや忘れ物が増えた

□自分は価値のない人間だと思う，自責感が強い
□未来に希望が持てない，自分は何もできない
□死にたくなる，消えてしまいたくなる

頑張っているときほど自分ではストレスに気づきにくいものです
あてはまることはありませんか？

ストレスは誰もが抱えるものです。
誰かと繋がることで気持ちがやわらぐことがあります。

３月は自殺対策強化月間です
イラスト提供：
ふわふわ。り

鹿児島県では，自死によって毎年約３００人もの尊い命が失われています。

自死は，その多くが「追い込まれた末の死」であり，背景には，過労，生活困窮，育児や介護の

疲れ，いじめや孤立など様々な社会的要因があると言われています。

あなたの周りで，「いつもと様子が違うな・・・」と感じる人がいたら，ちょっと勇気を出して

心配していることを伝えてみませんか？

そして，もしあなたが悩み事を抱えていたら，一人で抱え込まず，信頼できる誰かに伝えてみて
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あなたのお気持ちを聞かせて下さい。

私たち１人ひとりにできること
～あなたもゲートキーパーの輪に加わりませんか？～

厚生労働省「誰でもゲートキーパー手帳」から引用

ゲートキーパーとは？
悩んでいる人に気づき，声をかけ，話を聞いて，必要な支援につなげ，見守る人のことです。
家族や地域，職場，保健，医療，教育の場面など，誰もがゲートキーパーになれます。

変化に気付く
眠れない，食欲がな
い等，いつもと様子
が違うな・・。

温かく見守る
温かく寄り添いながら，
じっくりと見守りましょう

傾聴
（耳を傾けねぎらう）
悩みを真剣な態度で受けと
め，安易な励ましや一方的な
説得は慎み，相手の考えを否
定せず尊重しましょう。

支援先につなぐ
早めに専門機関に相談する
よう，促しましょう。（相談を受
ける方は，一人で抱え込まな
いことが大切です。）

あなたの言葉を待っている人がいます
−３月は自殺対策強化月間です−

声かけ
「何か悩んでる？よかった
ら，話して。」「なんだか元
気ないけど，大丈夫？」

まずは，声をかけることから始めてみませんか。

□不眠，あるいはだらだらと長時間寝る
□食べる量（体重）が減った，もしくは増えた
□小さなミスや忘れ物が増えた

□自分は価値のない人間だと思う，自責感が強い
□未来に希望が持てない，自分は何もできない
□死にたくなる，消えてしまいたくなる

頑張っているときほど自分ではストレスに気づきにくいものです
あてはまることはありませんか？

ストレスは誰もが抱えるものです。
誰かと繋がることで気持ちがやわらぐことがあります。

▼お問合わせ先
保健福祉課 保健福祉係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1068

相談窓口一覧
町公式ウェブサイト
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瀬戸内町青少年育成基金へ日本基督教団瀬戸内教会

かな保育園様から一金 4 千円をいただきました。

大切に使用させていただきます。

ご寄付ありがとうございます。

▼お問合わせ先
社会教育課 生涯学習係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 2905

町青少年育成基金へのご寄付

～ 受付時間延長 ～
マイナンバーカード（手続き全般）

申請・交付・更新・ロック解除など

▶日時　3 月 9 日（月）・3 月 23 日（月）

　　　　午後 5 時 15 分～午後 7 時

▶場所　瀬戸内町役場町民生活課戸籍住民係窓口

▶手続きに必要なもの
・申請の場合 … 本人確認書類（写真撮影無料）

・交付の場合 … ハガキ・本人確認書類

・更新の場合 … マイナンバーカード（暗証番号等）

▶通常開庁時間帯も受け付けています
平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

▶本人確認書類
（以下の①書類を 1 点。ない場合は、②を 2 点持参）

①運転免許証・パスポート・在留カード・無料乗車券など

②健康保険の資格確認書・年金手帳・医療受給者証・

　学生証など

※マイナ保険証利用時には、電子証明書

　の有効期限をご確認ください。

▶お問合わせ先
町民生活課 戸籍住民係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1060

住民票の住所の異動届（転出・転入・転居届など）は、

国民健康保険および国民年金の資格の確認や、選挙

人名簿への登録などにつながる大切な手続きです。

マイナンバーカードには、最新の住所を記載する必

要があります。引越し先の市区町村にマイナンバー

カードを持参し、必要な手続きを行ってください。

「転出届」は、マイナポータルを通じてオンライン

で提出できます。

※正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場

合、5 万円以下の過料に処されることがあります。

▶お問合わせ先　町民生活課 戸籍住民係

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1060

弁護士があらゆる法律相談に個別で応じます（1 回

につき 5 人まで、お一人 30 分程度）。お気軽にご

相談ください。個人情報は守られます。

▶日時　3 月 14 日（土）午後 2 時～午後 5 時

▶場所　瀬戸内町社会福祉協議会

　　　　（古仁屋船津、旧母子センターの建物）

▶予約方法　事前の電話予約が必要です。

　　　　　　受付時間：平日午前 9 時～午後 5 時

　　　　　　　　　　　※正午～午後 1 時を除く

▶お問合わせ先　瀬戸内町社会福祉協議会

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 4144

弁護士法人 空と海「そらうみ法律事務所」
弁護士による無料法律相談会

引越しで住所を異動される方は
「正確な住所の届出」が必要です！

お問合わせ先　瀬戸内消防分署予防係　☎0997-72-1190

令和８年３月１日㊐～３月７日㊏

～　 全国統一標語 　～

急ぐ日も足止め火を止め準備よし

　春になり、空気が乾燥し、風の強い日も多いため、火災の発生しやすい状況にあります。ま
た、新生活の始まりなどで慌ただしくなり、火の消し忘れや不注意による火災が増える傾向が
あります。火の取り扱い、火の始末には十分ご注意ください。火災予防運動期間中は各種行事
を予定していますので、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

林野火災は一度発生すると、拡大が早く消火が困難
で、人命や貴重な森林資源に大きな被害を及ぼしま
す。また、林野火災の原因の多くは人の手によるも
のです。
そこで、林野火災への対策として火災予防条例を改
正し、令和８年１月１日から「林野火災警報・注意
報」が運用開始となりました。
林野火災の予防上「注意」が必要と判断される気象
条件になった際や、予防上「危険」な気象状況に
なった際に発令するものです。

リチウムイオン電池関連火災急増中
誤った破棄方法でも火災が・・・リチウムイオン電池は、スマートフォン

やゲーム機、電子タバコ、掃除機など、
私たちの身の回りの多くの製品に使われ
ています。近年、リチウムイオン電池を
含む製品が収集物に混入し、リサイクル
工場やゴミ収集車で発煙や発火するトラ
ブルが全国的に増加しています。適正な
破棄にご協力をお願いします。

春の火災予防運動

春になり、空気が乾燥し、風の強い日も多いため、

火災の発生しやすい状況にあります。また、新生活

の始まりなどで慌ただしくなり、火の消し忘れや不

注意による火災が増える傾向があります。火の取り

扱い、火の始末には十分ご注意ください。火災予防

運動期間中は各種行事を予定していますので、皆さ

んのご理解とご協力をよろしくお願いします。

▶「林野火災注意報・警報」運用開始
令和 8 年 1 月 1 日から運用開始となりました。

林野火災の予防上「注意」が必要と判断される気象

条件になった際や、予防上「危険」な気象状況になっ

た際に発令するものです。

▶リチウムイオン電池関連火災急増中
リチウムイオン電池は、スマートフォンやゲーム機、

電子タバコ、掃除機など、私たちの身の回りの多く

の製品に使われています。近年、リチウムイオン電

池を含む製品が収集物に混入し、

リサイクル工場やゴミ収集車で発煙

や発火するトラブルが全国的に増加

しています。適正な破棄にご協力をお願いします。

▶お問合わせ先　瀬戸内消防分署 予防係

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1190
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☑Information｜March

この申告は、あなたの町県民税および国民健康保険

税を正しく算出する基礎となります。また、各種証

明書の発行や国民健康保険税を軽減するための資料

となります。

▶受付期間　2 月 16 日（月）～ 3 月 16 日（月）

　　　　　　午前 9 時～午後 5 時（閉庁日は除く）

▶申告場所　税務課 課税係

▶申告の必要な方
【給与収入の方】給与収入者で、会社にて年末調整

をしていない方

【年金収入の方】収入が公的年金のみの方は必要あ

りませんが、次に該当する場合は申告が必要です。

①年金の源泉徴収票の扶養や控除欄に相違がある場

合（配偶者・扶養人数・障害・寡婦・社会保険料等）

②年金額が 400 万円を超える場合

③年金以外に収入がある場合

④所得税が源泉徴収されている方で還付申告を行う

場合（確定申告）

【収入のない方】国民健康保険に加入し、所得のな

い方　※申告をされないと、

国民健康保険税の軽減措置等

が受けられなくなります。

▶お問合わせ先
税務課 課税係

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1116

▼ 65 歳になったとき「老齢基礎年金」
国民年金を 10 年以上納付した方が 65 歳から受け

取る老後のための年金です。

▼病気やケガで障害が残ったとき「障害基礎年金」
国民年金に加入中に、病気やケガが原因で障害が

残ったときのための年金です。

▼一家の大黒柱が亡くなったとき「遺族基礎年金」
国民年金に加入中の方が亡くなったときの遺族のた

めの年金です。原則、「18 歳未満の子のある配偶者」

と「18 歳未満の子」が支給対象となります。

▼メリット
・生涯にわたって受け取れます。

・物価変動などの経済変化に対応しています。

・国民年金保険料の納付免除・猶予制度があります。

▼お問合わせ先
町民生活課 国民年金係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1060

国民年金は「想定外のリスク」に
対応できる「国の保険」です

令和８年経済センサス－活動調査

総務省統計局
ウェブサイト

令和 7 年中（2025 年 1 ～ 12 月）
の所得申告を受け付けています

大島税務署に開設される確定申告会場では、原則と

して、ご自身のマイナンバーカードとスマートフォ

ンを利用して確定申告書等を作成していただきます。

会場への入場は、LINE アプリによるオンライン事

前予約または当日配付する入場整理券が必要です。

▶開設期間・受付時間
2 月 16 日（月）～ 3 月 16 日（月）

（土・日曜日、祝日を除く）

午前 9 時～午後 4 時

（入場整理券の配付終了まで）

▶お問合わせ先　大島税務署　☎ 0997 ｰ 52 ｰ 4321

確定申告相談会場（大島税務署）

国税庁 LINE
公式アカウント国税庁ウェブサイト

確定申告特集

総務省と経済産業省は、令和 8 年 6 月 1 日現在で、

「令和 8 年経済センサス‐活動調査」を実施します。

この調査は、令和 3 年に実施した同調査等によっ

て得られた事業所や企業の情報を活用して、売上高

など経理項目の把握に重点を置いて実施されます。

事業所および企業の皆様につきましては、本調査へ

のご理解とインターネットでのご回答をお願いしま

す。※本調査をよそおった不審な

訪問者や不審な電話・電子メール

などにご注意ください。金品を請求

したりすることは絶対にありません。

▼お問合わせ先
総務企画課 企画係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1112
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用よ
う

意い

し
て
安あ
ん
し
ん心

！

　
　
　
　
「
非ひ

常
じ
ょ
う

持も

ち
出だ

し
袋
ぶ
く
ろ
」　

の
巻ま
き

　

こ
の
前ま
え

、
は
じ
め
て
防ぼ
う
さ
い
く
ん
れ
ん

災
訓
練
に
参さ
ん

加か

し

て
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
た
よ
。

　

参さ
ん

加か

し
て
く
れ
た
ん
だ
ね
。あ
り
が
と
う
。

ド
キ
ド
キ
す
る
の
は
、
と
て
も
大だ
い

事じ

な
気き

も持

ち
だ
よ
。

　　

で
も
、
ど
う
し
て
防
災
訓
練
を
す
る
の
？

　

そ
れ
は
ね
、
災さ
い
が
い害
が
起お

き
た
と
き
に
、
あ

わ
て
ず
行こ
う
ど
う動

す
る
た
め
な
ん
だ
。 

　

瀬せ

戸と

内う
ち

町ち
ょ
うは
、
地じ

震し
ん

や
津つ

波な
み

の
心し
ん
ぱ
い配
が
あ

る
か
ら
、
避ひ

難な
ん

す
る
場ば

所し
ょ

や
役や
く
わ
り
ぶ
ん
た
ん

割
分
担
を
決き

め
て
、
み
ん
な
で
練れ
ん

習し
ゅ
うし

て
い
る
ん
だ
よ
。

　

そ
う
な
ん
だ
！
私わ
た
し、
き
ゅ
ら
島じ

ま

交こ
う

流
り
ゅ
う

館か
ん

に
行い

っ
た
よ
。
リ
ュ
ッ
ク
を
背せ

お負
っ
た
お
姉ね
え

ち
ゃ
ん
や
お
兄に
い

ち
ゃ
ん
が
い
て
、
か
っ
こ
い

い
な
っ
て
思
っ
た
！

　

そ
の
リ
ュ
ッ
ク
は
「
非ひ

常
じ
ょ
う

持も

ち
出だ

し
袋

ぶ
く
ろ

」

だ
よ
。
避
難
し
た
あ
と
に
必ひ
つ
よ
う要
な
物も
の

が
入は
い

っ

て
い
る
ん
だ
。

　

私
も
欲ほ

し
い
！

　

じ
ゃ
あ
、
中な
か

に
入い

れ
て

お
き
た
い
物も
の

を
教お
し

え
る
ね
。 

　

ま
ず
絶ぜ
っ
た
い対

に
必
要
な
の

は
、
携け
い
た
い帯
ト
イ
レ
、
水み
ず

、
食
し
ょ
く
り
ょ
う
料
の
3
日か

分ぶ
ん

だ
よ
。
奄あ
ま

美み

で
も
近ち
か

く
で
大お
お

き
な
地じ

震し
ん

が

あ
っ
た
り
、
南な
ん
か
い海

ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た

場ば

合あ
い

は
、
大お
お

き
な
津
波
が
来く

る
か
も
し

れ
な
い
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
避
難
の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
。

　

ほ
か
に
は
何な
に

を
入
れ
る
の
？

　

た
と
え
ば
… 

・
懐
か
い
ち
ゅ
う
で
ん
と
う

中
電
灯　

・
電で
ん

池ち　

・
ラ
ジ
オ 

・
タ
オ
ル　

・
薬
く
す
り　

・
マ
ス
ク 

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー　
　

だ
ね
。

　

用
意
し
た
非
常
持
ち
出
し
袋
は
、
玄げ
ん
か
ん関

な

ど
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
場ば

所し
ょ

に
置お

い
て
お
こ

う
ね
。

　

お
う
ち
の
人ひ
と

と
一い
っ
し
ょ緒

に
準
備
す
る
よ
！

　
　
　
　
　

　
　
　

監か
ん

修
し
ゅ
う

：
総そ
う

務む

企き

画か
く

課か

危き

き機
管か
ん

理り

係
が
か
り

み
ん
な
の
防

ぼ

う

さ

い災
広ひ

ろ

ば場

せ
と
う
ち

　　

　
「
何
か
人
の
役
に
立
て
た
ら
、
い
つ
か
自

分
に
返
っ
て
く
る
。
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
」。

　

穏
や
か
な
表
情
で
語
る
の
は
、
安
脚
場
集

落
で
32
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
活
動
を
続
け

て
き
た
数
原
さ
ん
。

　

愛
媛
県
出
身
の
数
原
さ
ん
が
島
へ
来
た
の

は
昭
和
45
年
。
大
阪
で
の
勤
務
時
代
に
出

会
っ
た
夫
と
結
婚
。
そ
の
後
、
長
男
の
小
学

校
入
学
を
機
に
安
脚
場
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
待
っ
て
い
た
の
は
慣
れ
な
い
畜

産
業
。
事
務
職
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
、
帰

り
た
く
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
一
晩
過
ご
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
畜
産

な
ら
生
活
し
て
い
け
る
」
と
心
を
決
め
、
今

で
は
牛
の
頭
を
撫
で
れ
ば
心
が
通
じ
合
う
ほ

ど
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
夫
と
二
人
三
脚
で
牛
の
世
話
を
す

る
か
た
わ
ら
、
施
設
に
い
る
１
０
０
歳
の
義

父
の
面
会
に
通
い
、
集
落
の
独
り
暮
ら
し
の

方
へ
の
声
か
け
を
欠
か
さ
な
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
活
動
を
始
め
た
の
は
、
集
落
の

区
長
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
周
囲
が
役
職
を
遠
慮
し
が
ち
な
中
、「
畜

産
な
ら
自
由
な
時
間
が
作
れ
る
か
ら
」
と
自

ら
役
割
を
背
負
い
、
長
年
活
動
を
牽
引
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
数
原
さ
ん
が
今
、
一
番
感
謝
し
て

い
る
の
は
長
年
連
れ
添
う
夫
の
存
在
で
す
。

「
私
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り

の
支
え
。
主
人
と
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
お

付
き
合
い
で
、
一
生
を
終
わ
り
た
い
」
と
優

し
く
微
笑
み
ま
す
。

　
「
人
の
役
に
立
て
ば
、い
つ
か
自
分
に
返
っ

て
く
る
。
若
い
世
代
に
も
そ
の
喜
び
を
知
っ

て
ほ
し
い
」。
奉
仕
の
心
と
夫
婦
の
絆
は
、

安
脚
場
の
穏
や
か
な
景
色
の
中
に
今
も
息
づ

い
て
い
ま
す
。

め
ぐ
り

人

No.03

防ぼ
う
さ
い災

ウ
サ
ギ
ち
ゃ
ん
と
学ま

な

ぶ

登
とうじょうじんぶつ

場人物

防
災
ウ
サ
ギ
ち
ゃ
ん

防
災
せ
ん
も
ん
か
ん

安脚場

数
かず

原
はら

　菊
きく

美
み

さん
昭和２３年９月２４日生まれ

皆
さ
ん
の
周
り
の
素
敵
な
方
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
！
自
薦
・
他
薦
問
い
ま
せ
ん
。

総
務
企
画
課
情
報
政
策
係

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
１
１
ま
で
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戸
籍
の
窓
１
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

※
他
市
町
村
で
届
け
ら
れ
た
分
は
申
し
出
が
な
い
限
り
、
非
掲
載
と
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
　
　
【
本
籍
】

　
福
澤　
由
美
子　
　
84　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
山
下　
拓
三　
　
　
68　
　
　
　
　
　
諸
鈍

　
新
田　
孝
博　
　
　
65　
　
　
　
　
　
手
安

　
保　
志
文　
　
　
　
72　
　
　
　
　
網
野
子

　
国
島　
富
則　
　
　
98　
　
　
　
　
　
諸
鈍

　
　
　
敏
雄　
　
　
　
86　
　
　
　
　
　
諸
数

　
泉　
浩
一　
　
　
　
77　
　
　
　
　
阿
木
名

　
竹
下　
信
仁　
　
　
72　
　
　
　
　
　
瀬
相

　
竹
原　
武
子　
　
　
80　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
瀬
戸
口　
ハ
ツ
へ　
98　
　
　
　
　
　
三
浦

　
川
畑　
𠮷
男　
　
　
75　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
朝
谷　
美
津
子　
　
78　
　
　
　
　
　
手
安

　
沖
島　
率
子　
　
　
77　
　
　
　
　
　
嘉
鉄

　
與
島　
洋
子　
　
　
77　
　
　
　
　
奄
美
市

　  

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
　
【
保
護
者
】

　
石
橋　
智と
も
花か　
　
　
利
基
・
汐
希

　
【
遺
族
】　　
　
　
　
【
故
人
】　　
　
【
住
所
】

　
池
田　
博
彰　
　
　
シ
ズ
エ　
　
　
網
野
子

　
泉　
美
智
子　
　
　
浩
一　
　
　
　
阿
木
名

総
合
計
金
６
０
，
０
０
０
円

　 

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

瀬
戸
内
町
の
情
報
発
信

各
種
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
こ
ち
ら
か
ら

♡

♡
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
本
籍
】

　
清　
瑛
斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水

　
三
島　
早
耶
香　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
鈍

　 

広
報
紙
郵
送
料
寄
付

　
【
名
前
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
住
所
】

　
皆
田　
範
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
せ
と
う
ち
有
料
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

まちの人口と世帯数
令和 8 年 1 月末

人口  7,888 人（－ 21）

男  3,951 人（－ 17）

女  3,937 人（－ 4）

世帯  4,949 世帯（－ 11）

（かっこ内は前月比）

▶島別人口等

今月の
広報せとうち
アンケート
フォーム

※休日当番医は変更になる場合が
　ありますので、事前に各医療機関
　にお問合わせください。

■当番医の電話番号
へき地診療所 　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 3211
瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 ｰ 73 ｰ 1111
南大島診療所 　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 0107

日付 当番医 薬局

 3 月 1 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

 3 月 8 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

 3 月 15 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

 3 月 20 日（金） へき地診療所 マリン薬局

 3 月 22 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

 3 月 29 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

■診察時間
【午前】午前９時～正午

【午後】午後２時～午後５時

令和 8 年 3 月 休日当番医

当番医予定表

行事予定
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紺碧に輝く大島海峡を舞台とした、国内最大規模のシーカヤック大会に、あなたも

チャレンジしてみませんか？

▶お問合わせ先　エントリーについて：エントリーセンター（㈱ファインシステム内）☎ 079 ｰ 420 ｰ 6663
　　　　　　　　ボランティア・大会について：大会事務局（水産観光課 観光振興係内）☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1115

▶大会公式
　サイト

－　募集概要（選手）　－
▶対象　小学生以上の健康な方（但し、小学生は保護

者同伴に限る。未成年者は承諾書に保護者の同意が

要）。また、海上でのセルフレスキューができる方。

▶参加料　大人 10,000 円、小人（小・中学生・高

校生）5,000 円

▶定員　300 艇（先着順）※出場する艇の確保後に

お申込みください。

▶対象　20 歳以上の健康な男女

▶期日　7 月 5 日（日）

▶申込期間　3 月 1 日（日）～ 5 月 8 日（金）

▶参加特典　①この日しか食べられない愛情たっぷり昼食

　　　　　　②大会オリジナルＴシャツ（非売品）

＼今大会からボランティアを募集します／


